
予測地点 車 種 一般交通量 廃棄物搬入車両 合  計

1
林道戸面

蔵玉線

小 型 43 43

大 型 0 100 100

合 計 43 100 143

2
君津市道

(福野 )

小 型 32 32

大 型 4 50 54

合 計 36 50 86

4
市原市道 85号

線 (菅野 )

小 型 293 293

大 型 30 50 80

合 計 323 50 373

5
林道坂畑線

(保育園付近 )

小 型 120 120

大 型 18 50 68

188合 計 138 50

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

小 型 1,608 1,608

大 型 98

1,706

150 248

合 計 150 1,856

量は浪1定時に走行 していた廃棄物搬入車両を除いた台数 とした。

なお、予測に用いる交通量は資料編 (p.資 24～ 6)に 掲載 した。

表 8-1,30 予測に用いる交通量 (24時 間交通量 )
(単位 :台 /24時 間 )

注)一般交通量は、廃棄物搬入車両を除外 した台数を示す。

気象条件

「1.施工時」 と同様である。

f

バ ツクグラウン ド濃度

「1.施工時Jと 同様である。

力 予測結果
(ア )年平均値

廃棄物搬入車両の走行に伴 う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質濃度 (年平均値 )

の予測結果は、表 8-1.31(1),(2)に 示す とお りである。

表 8-1.31(1)廃棄物搬入車両の走行に伴 う二酸化窒素予測結果 (年平均値 )

g

予測地点 予測位置
寄与濃度

(ppm)

か'ックク
ヾ
ラウント
ヾ

濃度 (ppm)
予測濃度 備  考

1 林道戸面蔵玉線
西 側 0.000673

0 005

0.005673 周辺民家 :0,005178ppm

東 側 0.000673 0,005673

2
君津市道

(福野 )

西 側 0.000127 0,005127

東 側 0,000135 0.005135

4
市原市道 85号線
(菅野 )

西 側 0.000275 0.005275

東 側 0.000262 0,005262

5
林道坂畑線

(保育園付近 )

西側 0,000097 0.005097 保育園 :0 005015ppm

東 側 0.000109 0.005109

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

Jヒ側 0.000286 0.005286

南側 0.000276 0.005276
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表 8-1.31(2)廃 棄物搬入車両の走行に伴 う浮遊粒子状物質予測結果 (年平均値 )

市原市道 85号線 0.015
＼ロ ヨ.J′ ノ

伸
卿

(イ )日 平均値の 980/0値 (ま たは 20/0除外値 )

環境基準と比較する評価値に変換するため、年平均値から二酸化窒素について

は日平均値の 98%値、浮遊粒子状物質については 2%除外値への変換を行った。

変換式は 「1.施 工時」と同様 とし、変換の結果は、表 8-1.32(1),(2)に 示

すとお りである。

表 8-1,32(1)廃 棄物搬入車両の走行に伴 う二酸化窒素予測結果 (98%値 )

表 8-1.32(2)廃棄物搬入車両の走行に伴 う浮遊粒子状物質予測結果 (2%除外値 )

予測地点 予測位 置
寄与濃度

(mg/∬ ) 1沼旨をビ
ク
イi:ケイ|; 予測濃度 備  考

1 林道戸面蔵玉線
西 側 0,000019 0,015019 周辺民家 :0.015005mg/∬

東 側 0,000019 0.015019

2
君津市道

(佃 J■ ノ

西 側 0,000005

(,,υ υυ(ノυつ

0.015005

呆 1製鳩

西 側 0.000009 0.015009

0.000004 0.015004 保育園 :0.015001mg/∬西 側

0.000004 0.015004
5
林道坂文田線

(保育園付近) 東 側

0.015008】ヒイ則 0,000008

0 015007南側 0.000007
6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

予測地点 予測位置
予測濃度

(ppm)

日平均値の年間

98%値 (ppm)
備  考

1 林道戸面蔵玉線
西 側 0,005673 0.01834 周辺民家 i001770ppm

東側 0 005673 0.01834

2
君津市道

(福 野 )

西 側 0 005127 0.01763

東 側 0 005135 0.01764

4
市原市道 85号線
(菅野 )

西 側 0 005275

0,005262

0.01782

東 側 0 01780

5
林道坂畑線

(保育園付近)

西 側

東 側

0 005097 0.01759 保育園 :0,01748ppm

0.005109 0 01761

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

】ヒイ則

南側

0 005286 0 01783

0.005276 0.01782

予測地点 予測位置
予測濃度

(mg/∬ )

日平均値の 2%除
外値 (mg/ポ )

備  考

H 林首戸而蔵玉線
西 側 0.015019 0,04633

0.04633

周辺民家 :0.04632mg/ポ

東 lttl 0,01501にJ

2
君津市道

(福 野 )

西 側 0.015005 0,04632

東側 0.015005 0 04632

4
市原市道 85号繰

(菅野 )

西 側 0 015009 0,04632

東側 0 015009 0.04632

5
林道坂畑線

(保育園付近 )

西 側 0 015004 0.04631 保育園 :0 04631mg/だ

東側 0.015004 0.04631

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

耳ヒイ則 0,015008 0.04632

南側 0 015007 0.04632
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(2)-2.粉 じん (降下ばいじん)の影響
ア 予測事項
埋立作業、覆土置場の存在及び廃棄物搬入車両の走行に伴 う大気質に係る予測事

項は、以下のとお りとした。

・粉 じん (降下ばい じん)の影響

イ 予測地域
「1.施 工時Jと 同様である。

ウ 予測地点
「1.施工時Jと 同様である。

工 予測対象時期等
予測時期は、埋立作業については増設埋立地供用開始後の埋立作業が定常状態に

なる時期 (ケース I)及び埋立作業区域が自然歩道に近く影響が大きいと考えられ
る時期 (ケースⅡ)と した。埋立作業区域の位置は図 8-1.7(1),(2)に 示す とお り
である。なお、覆土置場については、覆土置場造成時に盛上の崩壊等が起きないよ

うに十分転圧 してあるため、粉 じんの発生域は覆上の搬出作業エ リアに限定 してい

る。

また、廃棄物搬入車両の未舗装道路の走行に伴 う粉 じん (降下ばいじん)の影響
の予測時期は、大型車の交通量が制限されていることから、この制限された交通量

で走行する時を予沢1対象時期 とした。

オ 予測の手法
(ア )埋立作業、覆上置場の存在に伴 う粉 じん (降下ばいじん )
a 予測の評価時間
「1.施 工時」と同様である。

.予 測式

埋立作業に伴 う粉 じん (降下ばい じん)の影響については、施工時の埋立機械
の稼働 と同様、「道路環境影響評価の技術手法 (平成 24年度版 )」 に示 されている
季節別降下ばい じんを予測する手法を使用 した。なお、埋立作業自体は土木工事

と類似 しているものの取 り扱 うものが土砂 と廃棄物 とい う相違があるので、基準

降下ばい じんについては、降下ばいじんの現地調査結果を参考に設定した。

b
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C .基準降下ばいじん及び降下ばいじんの拡散を表す係数

埋立作業に係る基準降下ばい じん (a)については、表 8-1.22(p.81-31)に

示 した係数を設定した。

また、覆土置場での土砂採取に係る基準降下ばいじん (a)は、表 8-1.33に 示

した基準降下ばいじんを採用 した。

表 8-1,33 基準降下ばい じん a及び降下ばいじんの拡散を表す係数 c

注 1)a:基 準降下ばいじん(t/kE/8時 間)
c!降下ばいじんの拡散を表す係数
2)埋立作業に係る係数は、表 8-1,22(p.8-1-31)に 示した係数を採用

出典 :「道路環境影響評価の技術手法 (平成 24年度版)」

d.気象条件
「1,施工時Jと 同様である。

(イ )廃棄物搬入車両の走行に伴う粉じん (降下ばいじん )

廃棄物搬入車両の走行に伴 う粉じん (降下ばいじん)の影響については、林道

大福山線を走行する大型車の台数は工事中も変わらないため、降下ばいじんの現

地調査結果等を参考に予測する方法とした。

対象行為 種  別 ユニ ツト a C

埋立作業 埋立地周辺の現地調査結果より算定 41,400 2,0

覆土置場での土砂採取 掘削工 土砂掘削 17,000 2,0

8-1-44



力 予測結果
(ア )埋立作業、覆土置場の存在に伴 う粉 じん (降下ばいじん )
埋立作業及び覆土置場の存在に伴 う予測地点 2(自 然歩道)における季節別降
下ばい じんは、表 8-1,34(1),(2)に 示すとお り、最大値はケース Iで 7.8t/kだ /
月 (春季 )、 ケースⅡで 1比 /k正 /月 (夏季)と 予測 された。

表 8-1.34(1)埋 立作業等に伴 う季節別降下ばいじんの予測結果 (ケース I)

予測地点 季節
当事業による

降下ばいじん

バ ックグラウン ド

降下ばい じん
降下ばい じん

2 自然歩道

春季 0,9 6.9 7.8

夏季 1,0 6.5 75

秋 季 0,7 27 3.4

冬 季 08 3.2 4.0
注)予測時期  ケー ス I:埋立作業が定常状態になる時期

表 8-1.34(2)埋 立作業等に伴 う季節別降下ばいじんの予狽1結果 (ケースⅡ)
t/k置 /月 )

予沢1地 点 季節
当事業による

降下ばいじん

バ ンクグラウン ド

降下ばい じん
降下ばい じん

2 自然歩道

春季 3.0 69 99

夏季 45 65 11

秋 季 2.2 2,7 4.9

冬 季 2.6 3.2 58

注)予測時期 ケースⅡ :埋立作業区域が自然歩道に近く影響が大きいと考えられる時期

(イ )廃棄物搬入車両の走行に伴 う粉 じん (降下ばいじん )
予測地点 3(林道大福山線 )に おける季節別降下ばいじんは、表 8-1.35に 示
すように 2.7～ Ht/k置 /月 と予沢1さ れた。

表 8-1.35 廃棄物搬入車両の走行に伴 う季節別降下ばいじんの予測結果
t/k置 /月 )

(単 t/kE/月 )

予浪1地点 季節 降下ばい じん

春 季 11

夏季 6.2

秋 季 5.1
3
林道

大福山線

冬 季 2.7
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(3)環境保全措置
事業の実施に伴い講ずる環境保全措置は以下のとお りである。

○埋立作業等に伴 う環境保全措置

・埋め立てる際に粉 じんが発生しやすい廃棄物は散水 しながら行 う。

iを ヱ 子,こュム 語 耐 介 春 寺日 .毯 飢 ボ 来 ハ 太 力 十‐ 日 お た 圭 当 日 tr船 iヽ スノの 飛 撒 カ ロ 相 1‐
 ノ ヽ ヌ ( J ttX ｀ υr、 畑 、ヽ11…上 たゴ、 十 1)t   ヨ 下 卜 ′V ノヒ1 ド  ▼ 州 Ψ ′―  脚   ヽ:I ′ '｀ 一

 |  ｀ ~ 1/ヤ  ー   ー   ´|~ ~  ~

確認 した場合は散水を行 う。

・即 日覆土を行 う。 (p.218 オ.埋立工法 参照 )
。日曜、祝 日は、原則 として埋立作業を行わない。

○廃棄物 l般入車両の走行に伴 う環境保全措置

。停車、待機時におけるアイ ドリングス トップを徹底する。

・林道大福山線の未舗装区間は適宜散水を行い、粉 じんの飛散を抑制する。

。廃棄物搬入車両の出入日は清掃を行い、粉 じんが飛散するような場合には散水

を行 うυ

・洗車場で廃棄物搬入車「占l・のタイヤを洗浄する。また、荷台等は必要に応 じ埋
立

地内で洗浄を行 う。

・廃棄物搬入車両は、シー ト掛けの実施や密閉型車両使用の推進を図る。

。日曜、祝 日は、廃棄物の搬入を行わない。

(4)評 価
ア 評価の手法
(ア )環境の保全が適切に図られているかどうかを検討する手法

ダ呆―境保全措置の実施の方法、効果、当該措置の実施に伴い生ずるおそれ
のある

環境影響について検討 した結果、事業者により実行可能な範囲内で対象事業に係

る乗境影響ができる限 り回避され、又は低減 されているかどうかを検証する
こと

イこより評価 した。

(イ )整合を図るべき基準と予測結果とを比較 し検討する手法

a.廃棄物搬入車両の走行に伴う窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の影響

廃棄物搬入車両の走行に伴 う窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の影響に
ついて

は、
~酸
化窒素 l―主千葉県環境 目標値、浮遊粒子状物質は大気汚染に係る環境基準

を整合を図るべき基準とし、予沢1結果 と比較 した。二酸化窒素に係る県の定める

環境 目標値及び浮遊粒子状物質に係る環境基準は、表 8-1,36に 示す とお りであ

る。
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表 8-1,36 二酸化窒素及び浮遊粒子状物質に係る整合を図るべき基準
項  目 整合を図るべき基準 備  考

二酸化窒素
日平均値の年間 98%値が 0 04ppm以
下であること

二酸化窒素に係 る千葉県環

境 目標値

浮遊粒子状物質
1時 間値 の 1日 平均値が 0 10 mg/
ポ以下であること

大気汚染に係る環境基準

注)二 酸化窒素
浮遊粒子状物質

「二酸化窒素に係る千葉県環境目標値J(昭 和 54年 大第 114号環境部長通知 )
「大気汚染に係る環境基準について」 (昭 和 48年 乗告第 25号 )

.埋立作業、覆止置場の存在に伴う粉 じん (降下ばいじん)の影響
埋立作業、覆土置場の存在に伴 う粉 じん (降 下ばい じん)の影響については、
国、県等において、粉 じんの基準又は目標が示 されていないため、「著 しい影響を

及ぼさないこと」とし、その目安として 「スパィクタィヤ粉 じんの発生の防止に

関する法律の施行について」(平成 2年 7月 3日 環大自第 84号 )に示 される生活

環境の保全が必要な地域の指標 (20t/k∬ /月 )を 上回 らないこととする。

イ 評価の結果
(ア )環境の保全が適切に図られているかどうかの検討結果
事業の実施に当たっては、

・埋め立てる際に粉 じんが発生 しやすい廃棄物は散水 しながら行 う
。天気予報で強風注意報・警報が発令された 日や作業当日に粉 じんの飛散を目視

確認 した場合は散水を行 う
。即 日覆上を行 う (p.218 オ.埋立工法 参照 )
。日曜、祝 日は、原則 として埋立作業を行わない

。停車、待機時におけるアイ ドリングス トップを徹底する
。林道大福山線の未舗装区間は適宜散水を行い、粉 じんの飛散を抑制する
。廃棄物搬入車両の出入 日は清掃を行い、粉 じんが飛散するような場合には散水

を行 う

。洗車場で廃棄物搬入車両のタイヤを洗浄する、また、荷台等は必要に応 じ埋立

地内で洗浄を行 う

。廃棄物搬入車両は、シー ト掛けの実施や密閉型車両使用の推進を図る
。日曜、祝 日は、廃棄物の搬入を行わない

などの措置を講ずることから、対象事業に係 る秦境影響が低減されていると評価

する。

b
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(イ )整合を図るべき基準と予測結果との比較の結果

a.廃棄物搬入車両の走行に伴う窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の影響

供用時における廃棄物搬入車両の走行に伴 う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

の予測結果は表 8-1,37(1),(2)に 示す とお り、各予沢1地点において整合を図るべ

き基準を満足 している。

表 8-1.37(1)廃 棄物 l般入車両の走行に伴 う二酸化窒素の評価結果

予測地点 予測位置
日平均値の年間 98%値

(ppm)
整合を図るべき基準

表 8-1.37(2)廃 棄物搬入車両の走行に伴 う浮遊粒子状物質の評価結果

予測地点 予測l位置
日平均値の 2%除外値
(mg/だ )

整合を図るべき基準

1 林道戸面蔵玉線
西 側 0 04633

1時 間値 の 1日 平均値が
0 10mg/ポ 以下であること

東 側 0.04633

2
君津市道

(福 野 )

西 側

東側

0 04632

0,04632

4
市原市道 85号線
(菅野 )

西 側 0 04632

東側 0 04632

5
林道坂畑線

(保育園付近 )

西 側

東側

0.04631

0.04631

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

北 側 0.04632

0,04632南側

b 埋立作業等及び廃棄物搬入車両の走行に伴う粉 じん (降 下ばいじん)の影響

(a)埋立作業、覆土置場の存在に伴 う粉 じん (降下ばいじん )

埋立作業及び覆土置場の存在に伴 う予測地点 2(自 然歩道)に おける季節別

降下ばい じんは、表 8-1.38に 示す とお り、最大値はケース Iで 7.8t/k這 /月

(春季 )、 ケースⅡで Ht/馬 /月 (夏季)と 予測され、整合を図るべき基準 (著

しい影響を及ぼさないこと :20t/晰 /月 )を満足 している。

表 8-1.38 埋立作業に伴 う季節別降下ばいじんの評価結果

0.01834西 側

0.01834林道戸面蔵玉線
東 側

1

0 01763

東側

西 側

0,01764
2
君津市道

(福 野 )

西 側 0 01782

東 側 0.01780
4
市原市道 85号線

(菅野 )

西 側 0,01759

東側 0 01761
5
林道坂畑線

(保育園付所 )

Hヒイ則 0,01783

日平均値の年間 98%値 が
0.04ppm以 下であること

南側 0 01782
6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

予測地点 予測時期
降下ばいじん (t/k置 /月 )

整合を図るべき基準
春季 夏季 秋 季 冬季

2 自然歩道
ケース I 7.8 7.5 34 40 著 しい影響を及ぼさないこと

(20t/k透 /月 )
ケース Ⅱ 9,9 11 4,9 5,8

注)予 測時期 ケー ス I
ケースⅡ

埋立作業が定常状態になる時期

埋立作業区域が自然歩道に近く影響が大きいと考えられる時期
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(b)廃 棄物搬入車両の走行に伴 う粉 じん (降下ばいじん )
予浪」地点 3(林道大福山線)に おける廃棄物搬入車両の走行に伴 う季節別降
下ばい じんは、表 8-1,39に 示す とお り、2.7～ nt/閑 /月 と予淑1さ れ、整合を
図るべき基準 (著 しい影響を及ぼさないこと :20t/晰 /月 )を満足している。

表 8-1.39 廃棄物搬入車両の走行に伴 う季節別降下ばいじんの評価結果
単位 :t/艦 /月 )

予演1地 点 季節 降下ばい じん 整合を図るべき基準

春 季 11

夏季 6.2

秋 季 5,1
3
林道

大福曲線

冬 季 2.7

著 しい影響 を

及ぼ さないこと

(20t/k置 /月 )
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8-2 アk 質

1 施工時
(可 )調 査

ア 調査すべき情報
(ア )水質等の状況

調査項 目は、降雨時における切土 。盛土工事、掘削工事に伴 う濁水の影響、コ

ンクリー ト打設工事に伴 うアルカ リ排水の影響を検討するため、以下の項目とし

た。

・降雨時の浮遊物質量 (SS)

・水素イオン濃度 (pH)

(イ )流況等の状況
河川の流量、水位、流速、河川等の形状を調査 した。

(ウ )気象の状況

降水量の状況を調査 した。

(工 )上粒子の性状

土粒子の沈降特性を調査 した。

(オ )社会環境
取水の状況、漁業権の設定状況、 レクリエーション利用の状況等について把握

した。

(力 )法令による基準等

環境基本法に基づく水質の汚濁に係 る環境基準について調査 した。

イ 調査の手法
(ア )文献調査

文献調査は、水質等の状況については 「H21環境影響評価書」、「君津環境整備
センター増設事業に係 る事後調査報告書 (施工時 )」 (平成 25年 10月 新井総合施
設株式会社)等、気象の状況については坂畑地域気象観沢1所、君津環境整備セン
ターで測定 している降水量を収集、整理 した。

(イ )現地調査
a.水質等の状況
水質の測定方法については、採水方法は 「水質調査方法」 (昭和 46年 9月 環
水管第 30号 )に 、分析方法は 「水質汚濁に係る環境基準についてJ(昭 和 46年
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b

12月 環告第 59号 付表 9)イこ定める方法によつた。

流況等の状況

「水質調査方法」に定める方法によつた。

上粒子の性状

土粒子の性状については、改変予定地の上壌を採取 し、室内で土粒子の沈降試

験を行つた。
J^、 l′ニ フ ー ↓■ぃit文 4■ 膀公 ュ‐   日エ ツ挙 生Π 日 名、正 ウ引 七田 抑堅 同竿 ラ与 到些 ;帝 1 7つ 賤 F_Fi煤 稲 絡 寺 不 r′ 将ゝ

遊物質量 (SS)を測定 した。分析方法は 「a.水質等の状況」に示 した方法 と同

様である。

浮遊物質量の初期濃度は、第Ⅱ期増設時の事後調査 (「 君津環境整備センター

増設事業に係る事後調査報告書 (施工時 )」 (平成 25年 10月 新井総合施設株式会

社))(以 下、「事後調査報告書 (施工時)Jと い う。)に おいて降雨時の施工区域の

沈砂池における濃度が 1,700～ 4,300mg/Lと なるケースが浪I定 されたため、

4,000mg/Li「 設定 とィ汁。

ウ 調査地域
現地調査の調査地域は、工事の実施に伴って排出される濁水の影響が予想 される

公共用水域とし、事業実施区域直下流から小櫃川合流点までの作,腹川 とした。なお、

既存資料調査は御腹川周辺の河川も対象とした。

工.調査地点等

(ア )水質・流況等の状況

水質の現地調査地点は、第Ⅲ期の事業実施区域から小櫃川合流点までの御腹川

に、敷地境界、上 。中・下流に各 1地点、合計 4地点 (地点 1～ 4)設定 した。

また、事業実施区域内ではあるが、防災調整池の放流先における水質の状況を把

握するための調査地点を 1地点 (地点A)設 定 した。さらに、上流域における水

質の一般的状況を把握するため、既存の敷地内からの雨水俳水の影響を受けてい

ない支流に 1地点 (地点①)設定した。

調査地点の位置は、「2.供用時」の図 8-2.5(1),(2)(p8228,29)に 示す

とおりである。

(イ )上粒子の性状

事業実施区域の地質は全域が砂岩・泥岩互層 となっているが、増設する第Ⅲ
一

1埋立地は既存の覆土置場を利用することから、土粒子の沈降試験に使用する試

料採取地点は、覆土置場及び改変地域の自然地盤から各 1地点、合計 2地点 (地

点 A、 地点 B)を設定 した。採取深度は表層から約 50 cmと した。

調査地点の位置は、図 8-2.1に 示す とお りである。

C

8-2-2



「″

"

:T'■,く

■,r:=マ
■
ｉ
ｎ 斗i」 P選二 4L―

11,設 ●  '

図 8-2.1 沈降試験用上壌採取地点位置図

∞
―
］
―
∞

対象事業実施区城

増設 l早立「L

町設llP立地

■・  |:::“

▲  十壊採駁地点

凡   例

イ
オ



(ウ )気象の状況

降水量の調査は、最寄 りの坂畑地域気象観測所、君津環境整備センターを対象

とした。

オ.調査期間等

(ア )文献調査

―              婆纂 副 嘩 蜘 艶 4錮 壕
― ――

十一―

(イ )現地調査

降雨時の水質調査は、日常的な降雨条件及び大雨時を対象に行つた。調査の実

施時期は表 8-2.1に示すとおりである。水素イオン農度の調査時期は、 「2.

供用時」の表 8-2,27(p.辟 230)に示すとおりである。

また、沈降試験用の試料の採取は、平成 25年 6月 19日 (水 )に行つた。

表 8-2.1 降由時の水質調査実施時期

調査項 目 調査 日

浮遊物質量 (SS)

流量

日常的な

降雨時

①回目 平成 25年 10月 5日 (土 )9時 0分～ 10時 30分

②回目 平成 25年 10月 5日 (土)12時 0分～13時 30分

浮遊物質量 (SS) 大雨時
①回目 平成 26年 10月 6日 (月 )10時 10分 ～ 11時 15分

②回目 平成 26年 10月 6日 (月 )12時 10分～14時 30分

注)大雨時は流量の測定ができなかつた。
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力.調査結果

(ア )水質等の状況
a,降雨時の浮遊物質量
(a)日 常的な降雨時
日常的な降雨時における浮遊物質量 (SS)の調査結果は表 8-2.2に 示す と
お りである。なお、調査結果の詳細は資料編 (p.資 31)イこ掲載 した。

最上流の調査地点Aでは 1回 目 42 mg/L、 2回 目 36mg/L、 敷地境界の調査地
点 1では 1回 目 28 mg/と、2回 目 18mg/Lと なってお り、事業実施区域内では下

流側でやや濃度が低 くなっている。これは、最上流地点では上流にある既存の

覆土置場等からの濁水の流出の影響がみられるが、調査地点①の結果にみ られ

るように、下流側では支流からの濃度の低い流入水により希釈 されるためと考

えられる。なお、事業実施区域外の下流側の調査地点 4では 2回 とも高い濃度
が観測されたが、これは小櫃川流域に存在する土取場等からの流入水による影

響 と考えられる。

また、ほとんどの調査地点で 1回 目より 2回 目の濃度が低 くなっているのは、

表 8-2.5に 示すように 2回 目の調査時の方は降水量が少なく、濁水の流出量
が減少 してきているためと考えられる。

表 8-2.2 日常的な降雨時の浮遊物質量調査結果

調査地点

1回 目 2回 目

測定時間
浮遊物質量

(mg/L)

流量

(ポ /s)
測定時間

浮遊物質量

(mg/L)

流量

(ポ /s)

A 放流先 10100 42 0.020 12,50 36 0.011

1 敷地境界 9:00 28 0.022 12:00 18 0.012

2 上 流 9:00 14 0,062 12:00 11 0.055

3 中流 9:50 9 0,28 12:50 9 0,28

4 下 流 10:30 35 1.0 13:30 30 0,81

① 支 流 9:15 5 0,00076 12:30 4 0,0011

(b)大雨時
大雨時における浮遊物質量 (SS)の 調査結果は表 8-2.3に 示す とお りであ
る。なお、調査結果の詳細は資料編 (p.資 3-2)に掲載 した。

最上流の調査地点Aでは 1回 目 1,100 mg/L、 2回 目 2,100mg/し 、事業実施区
域外の下流側の調査地点 2で は 1回 目 1,700 mg/L、 2回 目 340 mg/し 、調査地

点 3では 1回 目 1,700 mg/と、2回 目290 mg/L、 調査地点 4では 1回 目 1,200 mg/L、

2回 目 510 mg/と と、各地点とも日常的な降雨時の濃度より非常に高い濃度が
観測された。 これは調査開始前に 15～ 20 mm/日寺の非常に強い雨が降っていたた

めと考えられる。

また、ほとんどの調査地点で 1回 目より 2回 目の濃度が低 くなっているのは、

表 8-2.6に示すように 2回 目の調査時の方は降水量が少なく、濁水の流出量
が減少 してきているためと考えられる。なお、調査地点 Aでは 2回 目も高い濃
度が測定されている。 これは、他の地点では濁水は一気に流出するが、この地

8-2-5



2回 目1回 目

浮遊物質量

(mg/L)

浮遊物質量

(mg/L)

調査地点

点では防災調整池で濁水の流出量が調整され、流出に時間がかかることから、

高濃度の状態が長く続いていたためと考えられる。

表 8-2.3 大雨時の浮遊物質量調査結果

放流先 10110 1,100 12,10 2,100

敷地境界1

2 上流 10!15 1,700 13:30 340

3 中流 10:45 1,700 14:00 290

4 下流 11:15 1,200 14130 510

① 支 流

注)調査地点 1、 ①は流量が非常に多く調査地点に行くことができなかつたため、欠測

b 水素イオン濃度
水素イオン濃度の年平均値は表 8-2.4に 示りとお りёあり、7.4～ 7.9と 全地

点で環境基準を達成 している。なお、調査結果の詳細は資料編 (p.資 38～ 10)

に掲載 した。

表 8-2.4 水素イオン濃度調査結果 (通年 )

注 1)環境基準は、御腹川にはA類型が当てはめられている。
2)調 査地点 A、 ①は第Ⅲ期の事業実施区域内にあるが、現在の第Ⅱ期の事業実施区域の外に位置 し、公共用
水域に該当するため、現地調査結果には環境基準が適用される。

3)値は 12回 /年 の測定値の最小 l吉L、 最大値、平均値を示す。

(イ )流況等の状況

日常的な降雨時の浮遊物質量 (SS)の調査における流量の調査結果は表 8-2.

2に示 したとお りであり、最上流の調査地点Aでは 1回 目 0.020∬ /s、 2回 目0.011

ポ/s、 敷地境界の調査地点 1では 1回 目 0.022∬ /s、 2回 目 0.012∬ /s、 事業実施

区域外の下流側の調査地点 2では 1回 目 0,062∬ /s、 2回 目 0.055ポ /s、 調査地点

3で は 1回 目 0.28∬ /s、 2回 目 0.28∬ /s、 最下流の調査地点 4では 1回 目 1.0∬

/s、 2回 目 0,81∬ /sで あつた。

(ウ )気象の状況

a 文献調査結果
事業実施区域及びその周辺における降水量の状況は、「第 3章 3-1 1,気 象
の状況J(p.31～ 5)に示 したとお りである。

坂畑地域気象観測所における 10年間 (平成 17年～平成 26年 )の年平均降水

A

調査項 目 区分

調査地点
環境基準

(A類型 )
A 1 2 3 4 ①

放流先 敷地境界 上 流 中 流 下流 支流

水素イオン

濃度 (pH)

最小値 7.2 7.6 7.6 7,7 7.7 7.2

最大値 8.0 8.1 7.9 8.0 8,1 7.5

平均値 7.5 7.8 7.8 7.9 79 7.4 6 5～ 8.5
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量は 2,024 mmで 、10月 が 331 mmと 最も多く、 1月 が 81 mmと 最も少ない。
また、君津環境整備センターで測定している降水量は、10年間 (平成 17年～

平成 26年 )の 平均で 2,079 11un/年であり、同期間の坂畑地域気象観測所よりやや
多い降水量となっている。

b`現地調査時の降水量
(a)日 常的な降雨時
日常的な降雨時の水質調査時における降水量は、最寄 りの坂畑地域気象観測

所及び君津環境整備センターの沢1定結果を整理 した。その結果は表 8-2.5に
示す とお りであり、坂畑地域気象観測所では、時間雨量は 0.0～ 5.O mm/時 、調

査開始前の 24時間累積降水量は 16.5～ 18.O mmで あつた。また、君津環境整備
センターでは、時間雨量は 0.0～ 5.511■ 1/日寺、24時間累積降水量は 16.0～ 19.0

lXIIllで あつた。

表 8-2.5 日常的な降雨時の水質調査時の降水量

日 日寺

坂畑地域気象

観測所

君津環境整備

センター
調査地点

降水量

(llul1/時 )

累積量

(llⅡ ll)

降水量

(llul1/時 )

累積量

(mln)

10月 4日

10～ H時 0.0 0,0 00 0.0
11～ 12時 0.0 00 0.0 00
12～ 13時 0.0 0,0 0,0 00
13-14H寺 00 0,0 00
14～ 15時 0.0 0.0 0,0 00
15～ 16H寺 00

0.0
0,0 00 0.0

16～ 17時 0.0 0,0 0,0
17～ 18時 00 0,0 0.0 0.0
18～ 19時 0,0 0.0 0.0 0.0
19～ 20口寺 0.0 0,0 0.0 00
20～ 21日寺 0.5 05 0,0 00
21～ 22時 0,0 1.0 0.5 05
22～ 23日寺 0.0 1.0 0.0 0,5
23～ 0時 0.0 1.0 1.5

10月 5日

0～ 1時 20 2.5 55 7.0
1～ 2時 5,0 7.5 3.0 10.0
2～ 3時 40 11.5 10.5
3～ 4口寺 00 11.5 0.5 11,0
4～ 5日寺 0.5 120 05 11.5
5～ 6時 0.5 12.5 11.5
6′
ヽ7日寺 00 12.5 1,0 125
7～ 8時 1.0 14,0 15 14. 0

8～ 9日寺 1.5 15.5 15 15,5
9～ 10時 1.0 16.5 16.0 1 2 3 4
10～ 11時 0.5 17 0 1.0 17.0 1 A 5
11～ 12時 0.5 17 5 0.0 17.0
12～ 13時 0.5 18.0 17.5 2回 F |:調査地点 A,2,3,4,①
13～ 14日寺 0.0 18.0 1.5 19.0 2回 目 :調 査地点 5
14-15日寺 1.5 19 5 05 19.5
15～ 16日寺 0.0 19, 5 00 19.5

注 1)調 査時期 :平成 25年 10月 5日
2)累 積量は調査前 24時間の値を示す。
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(b)大雨時
大雨時の水質調査時における降水量は、表 8-2.6に 示す とお りであり、坂

畑地域気象観測所では、時間雨量は 0～ 20.5 11ⅡI1/時 、調査開始前の 24時間累積

降水量は 142.0～ 143.5 11Hlで あつた。また、君津環境整備センターでは、時間

雨量は 0,0～ 23.0■lm/時、24時間累積降水量は 151.5～ 152,O HIInで あつた。

表 8-2.6 大雨時の水質調査時の降水量

日 日寺

坂畑地域気象

観測所

君津環境整備

センター
調査地点

注 1)調査時期 i平成 26年 10月 6日
2)累 積量は調査前 24時間の値を示す。

降水量

(lttl1/時 )

累積量

(mm)

降水量

(lttn/日寺)

累積量

(llun)

9.5 9,5 75 7510～ H時
7.0 16.5 7.5 15.011-12日寺

12-13日寺 6.5 23 0 23.0
7.0 30.0

8.0
50 28.013～ 14時

14～ 15日寺 4.5 34 5 4,0 32 0
3.0 37.5 35 35.515～ 16時

16～ 17時 41 0 2.5 38.0

17～ 18時
3.5
2.0 43,0 6.0 44,0

18～ 19時 6.0 49,0 55 49.5
19～ 20時 5.0 54.0 75 57.0
20～ 21時 9.5 63.5 6.5 63.5
21～ 22時 4.5 68 0 1.0 64 5

22～ 23時 10 69 0 30 67.5

23～ 0時 20 71.0 2.5 70.0

10月 5日

0～ 1時 2.5 73 5 6.0 76.0

1～ 2時 4,0 77.5 4.0 80.0

2～ 3時 35 81 0 1.5 81 5

3～ 4時 0.5 81.5 1,0 82 5

4～ 5時 1.0 82.5 3.0 85 5

5～ 6時 20 84 5 0.0 85,5

6～ 7時 0.0 84 5 6.0 915
7～ 8時 5,0 89.5 13,0 104 5

8～ 9時 15,0 104.5 20 0 124.5

9～ 10時 17.0 121 5 23.0 147.5

lo～ 11日寺 20 5 142.0 40 151.5
11～ 12時 15 143.5 0.5 152.0

2 31

1

2

A

4

A0.0 143.5 00 152.012～ 13時
13～ 14時 00 143.5 152.0 2

4
2

32回 目14-15日寺 0.0 143 5
00

0.0 152 0
0,0 143 5 0.0 152 0

10月 6日

15～ 16時
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(工 )土粒子の性状

調査地域には更新世～鮮新世の 「梅ヶ瀬層」が分布 してお り、この層は主とし

て砂がちな砂泥岩互層から構成される。増設計画地及びその周辺では、半固結～

固結状の砂岩を主体 とし、泥岩は所々に厚 さ 5～ 20 cm程度で挟在する程度である。

また、浮遊物質量の沈降試験結果は、表 8-2,7及び図 8-2.2に示すとお り
である。沈降率は平均値では 10分後に 96.68%、  1時間後に 97.68%と なってお
り、平均濃度はそれぞれ、 133mg/L、 93mg/Lと なっている。 12時間後には環境基

準である 25mg/Lを 下回るようになる。

表 8-2.7 浮遊物質量の沈降試験結果

経過時間

調査地点 A 調査地点 B 平  均
浮遊物質量

(mg/L)

沈降率

(%)

浮遊物質量

(mg/L)

沈降率

(%)

浮遊物質量

(mg/L)

沈降率

(%)
0分 4,000 0,00 4,000 0.00 4,000 0 00

10分 96 97.60 170 95,75 133 96 68

30分 92 97.70 130 96.75 111 97.23

1時 間 76 98 10 110 97 25 93 97.68

3時 間 42 98 95 62 98,45 52 98,70

6時 間 40 99,00 50 98 75 45 98 88

12時 間 14 99.65 28 99 30 21 99 48

24時 間 11 99 73 14 99 65 13 99.69

48時 間 8 99.80 8 99,80 8 99 80
72時 間 2 99.95 6 99 85 4 99.90
注)沈降率 (%)=(初 期濃度 (4000)一 浮遊物質量)/初 期濃度 (4000)× 100

―
地点A― 地点B 一 ―平均

mg/L
10000

初期濃度 i4,000mg/L

1000

100

10

Ｓ

Ｓ

0分  10分  30分

図 8-2.2

1時間 3時間 6時間 Ⅲ2時間 24時間 48時間 72時間

浮遊物質量の沈降試験結果

A
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(オ )社会環境

御腹川には上水の取水 日はないが、御腹川が合流 した後の小櫃川には君津広域

水道企業団の取水 口が 2ヵ 所ある。また、御腹川流域では御腹川の河川水を灌漑

用水として利用 しているが、事業実施区域に最も近い水田は事業実施区域から約

2 km下流の君津市の福野集落北西側に分布 している。

漁業権は御腹川には設定されていないが、小櫃川には設定されている。

御 Rtt III,ア メ■企′■n   上 >ヽ /―ヂi■ 全と rァ、Iノ カ II イ ー_゛ノとす /`茶 II Eヨ ,十 ぬ 大 カ テト1ハ

御腹川には下水道の終末処理場、工場 。事業場等は分布 していないが、御腹川

支流の日出沢川水系には産業廃棄物最終処分場 (安定型)が 設置されていた。

(力 )法令による基準等

水質に係 る法令 による基準等は、「第 3章 8-2 8,(3)イ .水質汚濁」

(p.3109～ H7)イこ示 したとお りである。

環境基本法に基づく水質の汚濁に係る環境基準については、作l腹川にA類型が

指定されてお り、御腹川が流入する小櫃川下流域には B類型が指定されている。

また、「君津市小櫃川流域に係る水道水源の水質の保全に関する条例」(平成 7

年 君津市条例第 15号)に より、事業実施区域は、水道水源水質保全地域に指定さ

れている。
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(2)予  測
(2)-1 濁水の影響
ア.予 測事項

予測事項は、以下のとお りとした。

・工事中における雨水排水に伴 う公共用水域での濁水 (浮遊物質量 :SS)の影響

イ 予測地域
予測地域は、現地調査の調査地域 と同様 とした。

ウ 予測地点
予沢1地点は、現地調査地点の うち、敷地境界である調査地点 1か ら下流側の調査
地点 4ま でを対象とした。

工 予測対象時期等
濁水の影響の予淑1時期は、工事の実施により裸地面積が最大となる時期 とした。

オ 予測の手法
造成工事に伴 う水の濁 りの影響予測は、事業特性 (造成計画等)及び地域特性 (上

質特性等)を踏まえ、「事後調査報告書 (施工時 )」 イこより把握されている浮遊物質
量の発生原単位を用い、事業実施区域 (施工区域、既存埋立地、残置森林、防災調

整池等)か らの排水濃度及び発生量を推定 し、防災調整池内での滞留沈降を考慮 し
て排水口における浮遊物質量を算定後、その濁水が御腹川に流入 した後の浮遊物質

量を予測する方法とした。

御腹川における浮遊物質量は、完全混合式を用いて算定 した。

(ア )濁水の発生量
a 予測式
降雨に伴 う濁水発生量は、以下に示す合理式を用い、集水区域の面積 と平均降

雨強度及び集水区域の地表面の状態による雨水流出係数を考慮することにより算

定 した。

[合理式] Q=f・ I・ AX103

雨水流出量 (ポ /時 )
雨水流出係数
平均降雨強度 (mm/時 )

集水面積 (ポ )

こ こで 、 Ｑ

ｆ

Ｉ

Ａ
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計
備  有

管理施設注)施工区域 残置森林

而   恭雪 (ha)
流  域

b 流域面積
施工区域の面積は表 8-2.8に 、施工区域及び流域の位置は図 8-2.3

とお りである。

表 8-2.8 事業実施区域の地表面の状態別面積

こ示す

ク, ■ 1ノJ本 口llJ」工 1い
痢 卜 .成 キ r網 寺 】ll.嘉 +晋 捏 ヽ

注)管理施設 :F、先存の埋立施設、管理′棟、管理用道路、造成森林等

平均降雨強度

予狽1で用いる平均降雨強度は、表 8-2,9に 示すように日常的な降水量と平成

6年から平成 25年 の 20年間における最大 日降水量の 2ケースについて設定 した。

日常的な降水量の場合は、「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」(平成 H

年 11月  面整備事業環境影響評価研究会 )を参考に事業特性による濁水の影響を

勘案 して、降雨時に人間活動 (農業用水の取水、野外 レクリエーション活動等 )

が認められる範囲の降雨 (弱雨 ;3.O ll皿1/時 )を想定した。3剛 /時以下の降雨は坂

畑地域気象観測所では 78,2%の 出現頻度 となっている。

また、最大 日降水量の場合は、過去 20年 間の最大となる平成 8年 9月 22日 の

日降水量 (363 1nl1/日 )の 24時間平均値 (15,l mm/時 ≒15111n/H寺 )を設定 した。 15

111m/時以上の降雨は坂畑地域気象観沢1所では 1.6%の 出現頻度 となつている。予測

ではこれ らの降雨強度の雨が継続 して降った場合を想定 している。

表 8-2.9 降雨強度出現頻度
降雨強度 出現頻度

3ょЦl1/時以下 78.2%

1 5 11MI1/時 以上 16%
注 1)坂畑地域気象観測所
2)対象期間 :昭 和54年 1月 1日 ～平成25年 12月 31日

C

第 2防災調整池 10,68 0.54 11.22 切土・盛 土 (Ⅲ -2埋立地 )

第 3防 災調整池 8.17 7,71 15 88 盛土 (覆 土置場 )

第 4防災調整池 0 53 1 00 1 53 切土・盛土 (第 Ш-1埋立地 )

その他 9.57 9,57 直接流出する残置森林

合  計 22.16 23 43 13 76 59,35
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d.雨水流出係数
日常的な降雨の場合の雨水流出係数は、建設機械を用いた切土・盛土工事にお

いて 日常的な降雨の条件下で一般的であるとされている表 8-2.10(1)に 示す値

を採用 した。また、最大 日降水量の場合は、降雨強度が強いので、表 8-2.10(2)

に示す防災調整池の調整容量の算定に用いた流出係数を採用 した。その結果、本

検討では、表 8-2.Hに 示す値を採用 した。

表 8-2,10(1)流 出係数の設定根拠 (日 常的な降水量の場合 )

注)流 出係数の出典 :「建設工事における濁水・泥水の処理方法J(昭和58年 4月 鹿島出版会 )

表 8-2.10(2)流 出係数設定根拠 (最大日降水量の場合 )

注)流 出係数の出典 :「 林地開発許可申請の手引きJ(平成26年 4月 千葉県農林水産部森林課 )

表 8-2.H 設定 した流出係数

区  分
流出係数 流出係数

日常的な降水量 最大日降水量

施工区域 0.5 0.9

管理施設等 0.9 0,9

防災調整池 1.0 1.0

造成森林 03 0 75

残置森林 0.3 0.6

区  分 流出係数注) 事業実施区域の流出係数

裸  地 0.5 05 施工区域

0,9 管理施設、道路、法面等

1,0 防災調整池

造成森林 0.3 第 二埋立地法面の林地復元部

林  地 0,1～ 0,3 0,3 残置森林

区  分 流出係数注) 事業実施区域の流出係数

裸  地 09～ 1.0 0,9 施工区域、管理施設、道路、法面等

1.0 防災調整池

造成森林 0。 75 第 I埋立地法面の林地復元部

林  地 0 5～ 0.6 0.6 残置森林
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区 域 区  分 面積 (ha)
降水量
(mm/日寺)

流出係数
淘水発生量

(♂ /時 )

第 1防 災調整池

施工区域 2.78

3

0.5 41 7

管理施設等 11 21 302 7

防災調整池 0.55 1.0 16 5

林地復元部 2 00 03 18 0

41 5残置森林 4.61 03

計 21,15 420.4

第 2防災調整池
施工区域 10.68

3
0.5 160.2

残置森林 0.54 4,9

計ト 11.22 165,0

第 3防災調整池
施工区域 8.17

3
0.5 122.6

残置森林 7,71 0.3 69.4

計 15.88 192.0

第 4防災調整池
施工区域 0.53

3
05 80

残置森林 1.00 0,3 9.0

計 1.53 17 0

その他イ
滝)

残置森林 9.57 3 0.3 86 1

.濁水発生量

日常的な降水量の場合及び最大 日降水量の場合における濁水発生量の算定結

果は、表 8-2.12(1),(2)に 示す とお りである。

表 8-2.12(1)濁 水発生量 (日 常的な降水量の場合 )

注)そ の他 :事 業実施区域内の残置森林で、直接河川に流出する区域。

表 8-2.12(2)濁 水発生量 (最大 日降水量の場合 )

注)そ の他 :対照事業実施区域内の残置森林で、直接河川に流出する区域。

e

区 域 区  分 面積 (ha)
降水量
(Ilul1/時 )

流出係数
濁水発生量

(♂ /H寺 )

第 1防 災調整池

施工区域 2,78

15

0.9 375.3

管理施設等 11 21 0,9 1,513.4

防災調整池 0.55 1.0 82 5

225,0

41419

林地復元部 2 00 0.75

残置森林 4.61 0,6

計 21.15 2,611.1

第 2防 災調整池
施工区域 10.68

15
0.9 1,441 8

48.6残 置森林 0 54

計 11,22 1,490 4

第 3防 災調整池
施工区域 8,17

15
0.9 1 103.0

693 9残置森林 7,71 0.6

計 15,88 1,796.9

第 4防災調整池
施工区域 0,53

15
0,9 71,6

残 置森林 1.00 90,0

計 1.53 161 6

その他ヤ
L)

残置森林 9.57 15 06 861.3
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(イ )事業実施区域から排水される浮遊物質量

事業実施区域から排水される浮遊物質量の算定は、濁水発生量と濁水が滞留す

る防災調整池の容量から濁水の滞留時間を設定 し、浮遊物質量、土砂の沈降特性

(沈降速度)を 考慮 して行った。なお、施工区域には最下流に仮設沈砂池を設置

するが、安全側に配慮 し′てその効果は考慮 Lィ なかつた。

Pと Pぞぞ輌 ― tヽL⌒・と は"い
旦 輌Lゥ ド理 _し ― 滑 =A刀

正 口日
I〕刀 火  「

~J口
」王 ′と″ ′′げ 田 曾 里 ′Xυ ′`IBJ′ J｀ V′ ′叩 ド封H可 IF]

防災調整池の滞留容量及び濁水の滞留時間は、表 8-2.13(1),(2)に 示すとお

りである。なお、防災調整池の容量は、堆砂部の容量とした。

表 8-2.13(1)滞 留時間 (日 常的な降水量の場合 )

流  域
濁水流入量

(パ /時 )

滞留容量

(∬ )

滞留時間

(分 )

第 1防 災調整池 420 4 4,400 628

第 2防災調整池 165,1 3,200 1,163

第 3防災調整池
第 4防 災調整池

192.0 2,450 766

17.0 160 565

注)滞留時間 (分 )=滞留容量 (ボ )/濁 水流入量 (∬ /時 )× 60

表 8-2,13(2)滞 留時間 (最大 日降水量の場合 )

流  域
濁水流入量

(ポ /日寺)

滞留容量

(♂ )

滞留時間

(分 )

第 1防災調整池 2,611, 1 4,400 101

第 2防災調整池 1,490 4 3,200 129

第 3防災調整池 1,796.9 2,450 82

第 4卜方災調整池 161.6 160 59

注)滞留時間 (分)=滞 留容量 (∬ )/濁 水流入量 (だ /時 )× 60

b 浮遊物質量の沈降特性
改変区域の浮遊物質量の沈降特性は、2地点の沈降試験結果 (表 8-2.7)の

平均値を基に、経過時間と初期濃度に対する沈降比の関係を最小 自乗法により求

めた。その結果は以下に示す とお りである。平均値を使用 したのは、埋立地の造

成工事が最大となる時期は自然地盤、盛土区域も同時に施工され、また、両地点

の地質は砂岩・泥岩互層起源であり、沈降特性も類似 しているためである。

R=2,00× T0572

ここで、 R:時 間Tに おける沈降比
T:経過時間 (分 )

なお、最大 日降水量の場合は防災調整池内では水の流れは乱流になつているも

のと考えられるため、防災調整池に流入 した濁水は調整池内での沈降はないもの

として流入濃度を流出濃度として設定 した。
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浮遊物質量の初期濃度の設定

浮遊物質量の初期濃度は、土地利用の区分毎に表 8-2.14に 示す値を設定 した。

表 8-2,14 浮遊物質量の初期濃度

注 1)浮 遊物 量 の 期濃度は、第亜期増設時の事後調 (「 君津環境整備センター増設事業に係る
事後調査報告書 (施 工時 )」 (平成25年 10月 新井総合施設株式会社))に おいて降雨時の施工区域
の沈砂池における濃度が1,700～ 4,300mgん となるケースが測定されたため、4,000mg/Lに設定 し
た。
2)管理施設等、林地復元都、防災調整池の初期濃度は、調査地点Aにおける降雨時の現地調査結
果の うち高い濃度をあてはめた。
3)残置森林の初期濃度は支流の調査地点①は流域がすべて森林 となっているため、調査地点①に
おける降雨時の現地調査結果のうち高い濃度をあてはめた。

施工区域等からの流出濃度

施工区域及びその他の区域からの流出濃度は表 8-2.15(1),(2)に 示す とお り
である。

表 8-2.15(1)施 工区域流出濃度 (日 常的な降水量の場合 )

注 ) 平均欄の初期濃度は加重平 値

C

d

区  分 浮遊物質量 (mg/L) 備  考
施工区域 4,000 既存調査結果を参考注

1)

管理施設等

林地復元部

防災調整池

42 降雨時の現地調査結果を参考注2)

残置森林 5 降雨時の支流の現地調査結果を参考注
3)

施工区域等 区 分
濁水発生量

(ボ /時 )

初期濃度

(mg/L)

調整池

滞留時間

(分 )

沈降比
流出濃度

(mg/L)

施工区域 41,7

管理施設等 302,7 42

4,000

防災調整池 16. 5 42

林地復元部 18,0 42

残置森林 41.5 5

第 1防災調整池

計/平均 420 4 431 628 0 051 22

施工区域 160.2 4,000

残置森林 49 5第 2防災調整池
計/平均 165 1 3,882 1,163 0 035 137

施工区域 122.6 4,000

残置森林 69,4 5第 3防災調整池
計/平均 192 0 2,556 766 0.045 115

施工区域 8.0 4,000

残置森林 90 5第 4防災調整池
計/平均 17.0 1,879 565 0.053 100

その他柱) 残置森林 86,1 5 5

合 計 880.6
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施工区域等 区分
濁水発生量

(爾 /時 )

初期濃度

(mg/L)

調整池

滞留時間

(分 )

沈降比
流出濃度

(mg/L)

施工区域 375,3 4,000

停 千即協 勢 彗曇 1 氏1寅  4 49

防災調整池 82 5 42

表 8-2.15(2)施 工区域流出濃度 (最大 日降水量の場合 )

第 1防災調整池
ノF企 )巴 1其 ノし百10

注 1)計 /平均欄の初期 は加重平均値。
2)沈降比は、最大日降水量の場合は調整池内は乱流状態にあると考え、沈殿効果を 0と 想定 し、
100と した。

事業実施区域からの流出濃度

事業実施区域からの排水は、各防災調整池からの排水 と残置森林からの直接排

水を完全混合式で算出すると事業実施区域から流出する濁水の濃度は表 8-2.16

に不す とお りと予測される。

表 8-2.16 事業実施区域からの流出濃度
(単位 :mgん )

注)事業実施区域からの流出濃度は、施工区域等からの濁水流出量と濃度を基に単純混合式で算定 した。

(ウ )御腹川における浮遊物質量

御腹川における浮遊物質量の予測は、降雨時の現地調査結果を現況濃度 とし、

それに事業実施区域からの浮遊物質量を加えて、単純混合式により予測 した。

御腹川及び事業実施区域からの浮遊物質量、流量

御腹川及び事業実施区域からの浮遊物質量、流量・流出量は表 8-2.17に 示す

e

414 9 5残置森林
605605 101 1 000計/平均 2,611.1

4,000施工区域 1,441.8

5残置森林 48,6

129 1 000 3,870計/平均 1,490.4 3,870
第 2防災調整池

施工区域 1,103 0 4,000

残置森林 693 9 5

82 1 000 2,457計/平均 1,796.9 2,457
第 3防災調整池

716 4,000

90 0

施工区域

残置森林

1.000 1,774161.6 1,774 59

第 4防 災調整池
計/平均

5861,3 5その他
注) 残置森林

6,921 3合 計

予沢Iケ ース 日常的な降水量の場合 最大 日降水量の場合

施工区域等
施工区域等

からの流出濃度

事業実施区域

からの流出濃度

施工区域等

からの流出濃度

事業実施区域

からの流出濃度

第 1防災調整池 22

63

605

1,742
第 2防 災調整池 137 3,820

第 3防災調整池 1lb 2,457

第 4防災調整池 1∩ ∩ 1 774

その他
社) 5 5

a
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値を設定した。

なお、予測地点 1は事業実施区域の直下流に設定されているため、事業実施区

域の流出濃度及び流出量を予測地点 1の濃度及び流量とした。

予測地点 2～ 4に ついては、浮遊物質量は降雨時における測定結果の うち、高
い方の値を設定 した。また、流量は予沢1地点 1の流出量を基に各予測地点の流域

面積比から算定 した値を設定 した。

表 8-2.17 御腹川のバックグラウン ド濃度及び流量

予測地点

日常的な降水量の場合 最大 日降水量の場合
流域

面積比
浮遊物質量

(mg/L)

流量

(浦 /時 )

浮遊物質量

(mg/L)

流量

(∬ /時 )

1 敷地境界 63 878 1,742 6,848 1,0

2 上 流 14 4,829 1,700 37,665 5.5

3 中流 9 18,262 1,700 142,442 20.8

4 下 流 35 30,203 1,200 235,577 34,4
注 1)予 測地点 1の 浮遊物質量は表 8-216の 値を設定。
2)予測地点 2～ 4の浮遊物質量の濃度は、日常的な降水量の場合は日常的な降雨時の調査結
果、最大日降水量の場合は大雨時の調査結果を設定 した。
3)流量は予測地点 1の流出量に各予測地点の予測地点 とに対する流域面積比を乗じて設定した。

b 御腹川における浮遊物質量
御腹川における浮遊物質量は以下の完全混合式を用いて算定 した。

Q。 ×C。 +Ql× Cl

Q。 +Ql
C

こ こで 、

御腹川の予測濃度 (mg/L)
御腹川の流量 (ポ /日寺)
御腹川の濃度 (mg/L)
事業実施区域からの流出量 (ポ /日寺)
事業実施区域からの流出濃度 (mg/L)

力 予測結果
降雨時における御腹川下流の浮遊物質量の予測結果は、表 8-2.18に 示すとおり
である。

日常的な降水量の場合では、予測地点 2で 1.5倍程度上昇するが、地点 3、 4で
は変化の程度は小さくなっている。最大日降水量の場合では、予淑I地点 2～ 4の濃

度はほとんど変化がみ られない。

表 8-2.18 降雨時における浮遊物質量の予測結果
m /L

Ｃ

Ｑ

Ｃ

Ｑ

Ｃ

0

0

日常的な降水量の場合 最大 日降水量の場合
予測地点

現 況 予測値 現 況 予測値

1 敷地境界 42 63 2,100 1,754

2 上 流 14 22 1,700 1,706

3 中流 9 11 1,700 1,702

4 下流 35 36 1,200 1,215
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(2)-2 アルカリ排水の影響
ア.予測事項

予測事項は、以下のとおりとした。

・コンクリー ト打設工事に伴 うアルカヅ排水 (水素イオン濃度 :pH)の影響

イ.予測地域

予測地域は、現地調査の調査地域と同様とした。

ウ.予測地点

予測地点は、現地調査地点のうち、敷地境界である調査地点 1か ら下流側の調査

地点 4ま でを対象とした。

エ .予測対象時期等

アルカジ排水の影響の予測時期は、最も規模の大きい第Ⅲ-2埋立地の貯留構造物

を建設する時期とした。

オ.予 測の手法

アルカ ジ排水の影響の予測は、図 8-2.4に 示す手順に従つて行つた。

図 8-2.4 アルカリ排水の影響予測の手順

予測地点 (農度・流量 )第Ⅲ-2埋立地流域

流出量 濃  度 流  量流出濃度

予沢1地点 1

'現地調査結
果か ら第Ⅲ 2

埋立地流域の

流出量を除い

た値

予沢1地 点 2～ 4

・流量の現地調

査結果

完全混合式

による予測

8-2-20



(ア )予沢1式

予測は、以下に示す完全混合式を用いて行つた。

C =
Q。 ×C。 +Ql× Ct

Q。 +Ql

こ こ で 、

御腹川の予測濃度

御腹川の流量 (ポ /秒 )
御腹川の濃度

第Ⅲ-2埋立地流域からの流出量 (ポ /秒 )
第Ⅲ-2埋 立地流域からの流出濃度

(イ )予測条件
a.バ ックグラウン ド濃度、流量
(a)御腹川の水質
バ ックグラウン ド濃度は、御腹川の水質の現地調査結果を採用 した。その値

は表 8-2.19に 示す とお りである。

表 8-2.19 御腹川の水質 (バ ックグラウン ド濃度 )

項  目 単位

予測地点

1 2 3 4

敷地境界 上流 中流 下 流

水素イオン濃度 (pH) 7.8 7.8 79 7.9

注)濃度は現地調査結果の年平均値を示す。

(b)御腹川の流量
御腹川の流量は、表 8-2.20に 示す とお り設定 した。
予測地点 1の流量は、調査地点 1の流量沢1定結果から第Ⅲ-2埋立地流域の

流出量を引いた値を設定 した。予沢1地 点 2、 3、 4の 流量は、現地調査結果を

設定 した。

表 8-2.20 御腹川の流量 (バ ンクグラウン ド流量 )

項  目 単位

予測地点

1 2 3 4

敷地境界 上流 中流 下流

流  量 ∬/秒 0.0079 0,0415 0,1567 0.3037

)流量は現地調査結果の年平均値 を示す。
)予測地点 1の 流量は、現地調査結果 (00097ば /秒 )か ら第Ⅲ-2埋 立地流域の
流出量 (00018∬ /秒)を 引いた値 を設定 した。

0

0

Ｃ

Ｑ

Ｃ

Ｑ

Ｃ

注 1

2
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b.流出濃度、流出量
第Ⅲ-2埋立地流域からの流出濃度及び流出量は、表 8-2.21に 示す とお りで

ある。流出濃度は、「建設工事に伴 う濁水対策ハン ドブック」 (昭和60年 1月 (社 )

日本建設機械化協会)に示されている 「コンクリー トを多量に打設する場合」の

原水濃度としてpHが 8～ Hと 示 されてお り、安全側に配慮 して最大値を採用 した。

また、流出量は、第Ⅲ-2埋立地の流域面積 と調査地点 1の流域面積から第Ⅲ-2

-―

                      彿                    

―

定 した。

表 8-2.21 流出濃度及び流出量
項  目 単位 設定値

水素イオン濃度の流出濃度 11

流出量 ば/秒 0.0018

力 予測結果
コンクリー ト打設工事に伴 うアルカリ排水 (水素イオン濃度 :pH)の公共用水域に

おける水質の予測結果は表 8-2.22に 示すとお りであり、予測地点 1(敷地境界 )
で 8.4、 下流側の地点で 7,9と 予測された。

表 8-2.22 水素イオン濃度の予測結果

項  目 単位

予測地点

1 2

上 流

3 4

敷地境界 中流 下 流

水素イオン濃度 (pH) 8.4 7,9 7.9 7.9
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(3)環境保全措置
工事の実施に伴い講ずる環境保全措置は以下のとお りである。

・造成工事は防災調整池を建設 した後に行 うものとし、濁水の直接の流出を防止

する。

・覆土置場の工事に際 しては、雨水排水暗渠を設置 し、流末に仮設沈砂池を設け、

そこに一旦貯留 した後、排水する。

・防災調整池の堆砂部は必要に応 じて俳砂を行い、防災調整池内の堆砂容量の確

保に努める。

・裸地のままの期間が短くなる工事計画とし、早期の緑化を行 う。

・濁水が表面流出するような降雨時には切土・盛土工事を行わない。

・盛土法面には必要に応 じてシー ト覆いを行い、土砂の流出を防止する。

・防災調整池及び貯留構造物のコンクリー ト打設工事においては、施工区域から

の流出水について定期的に水素イオン濃度の監視を行 う。

(4)評  価
ア 評価の手法
(ア )環境の保全が適切に図られているかどうかを検討する手法
環境保全措置の実施の方法、効果、当該措置の実施に伴い生ずるおそれのある

環境影響について検討 した結果、事業者により実行可能な範囲内で対象事業に係

る環境影響ができる限 り回避 され、又は低減 されているかどうかを検証すること

により評価 した。

(イ )整合を図るべき基準と予測結果とを比較 し検討する手法
a 濁水の影響
濁水の影響の評価は、 日常的な降雨時の調査では浮遊物質量が調査地点 1、 4

で環境基準を超 えていること、大雨時の調査では 1,000mg/Lを 超える濃度 となっ

ていることから、整合を図るべき基準としては「現状を著 しく悪化させないこと」

とし、予測値を放流先の水域の降雨時の水質 と対比することにより行つた。

.ア ルカリ排水の影響
アルカジ排水 (水素イオン濃度 :pH)の影響の評価は、整合を図るべき基準と
して水素イオン濃度の環境基準を設定 し、予測値 と対比することにより行った。

b
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イ 評価の結果
(ア )環境の保全が適切に図られているか どうかの検討結果

工事の実施に当たつては、

・造成工事は防災調整池を建設 した後に行 うものとし、濁水の直接の流出を防止

する

。覆土置場の工事に際 しては、雨水俳水暗渠を設置 し、流末に仮設沈砂池を設け、

EI H■ ば万 i 学_″玄   Llに 郵′―卜 ∠

・盛土法面には必要に応 じてシー ト覆いを行い、土砂の流出を防止する

・防災調整池及び貯留構造物のコンクリー ト打設工事においては、施工区域から

の流出水について定期的に水素イオン濃度の監視を行 う

などの措置を講ずることから、対象事業に係る環境影響が低減 されていると評価

する。

(イ )整合を図るべき基準と予測結果との比較の結果

a 濁水の影響
造成工事に伴 う降雨時の浮遊物質量の予沢1結果は、表 8-2.23に 示す とお りで

ある。 日常的な降水量の場合は上流側では濃度が上昇するが、下流側ではほとん

ど変化がみ られないことから、整合を図るべき基準 (現状を著 しく悪化させない

こと)を概ね満足 していると評価する。また、最大 日降水量の場合は現況値を大

きく超えることはないため、整合を図るべき基準を満足するものと評価する。

表 8-2.23 降雨時における浮遊物質量の評価結果
(単位 /L)

.ア ルカリ排水の影響
コンク リー ト打設工事に伴 うアルカ リ排水 (水素イオン濃度 :pH)の 予測結果

は表 8-2.24に 示すとお りであり、予測地点 1(敷地境界)で 8.4、 下流側の地

点で 7.9と 予沢1さ れ、全予沢1地点で整合を図るべき基準を満足 している。

表 8-2.24 アルカジ排水 (水素イオン濃度)の評価結果
予測地点 現況値 予測値 整合を図るべき基準

1 敷地境界 7.8 84

6 5～ 8 5
2 上流 7,8 79

3 中流 79 7.9

4 下流 7.9 79

b

最大 日降水量の場合日常的な降水量の場合 整合を図るべき

基準予測値 現 況 予測イ直
予測地点

現 況

63 2,100 1,7421 敷地境界 42

1,70614 22 1,7002 上 流

1,700 1,7029 113 中流

36 1,200 1,215

現状を著 しく悪

化させないこと

4 下流 35
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2 供用時
(1)調  査
ア.調査すべき情報
(ア )水質等の状況

調査項 目は、産業廃棄物最終処分場から排出される浸出水処理の影響を検討す

るため、「千葉県環境影響評価技術細目」 (平成 20年 3月 千葉県)(以 下、「技術
細 目Jと いう。)に示されている調査項 目を参考に以下の項 目とした。なお、塩化
物イオンについては最終処分場特有の項目であること、また、重金属等有害物質

については水質汚濁に係 る環境基準、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基

づ く排水基準の項目から、最終処分場に関わ りがあると考えられる項目、自然界

に存在する項 目を選定 した。

・生活環境項 目等 (生物化学的酸素要求量 (BOD)、 化学的酸素要求量 (COD)、 浮遊

物質量 (SS)、 企窒素 (TN)、 全燐 (TP)、 塩化物イオン)
。有害物質等 (カ ドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、アルキ

ル水銀、PCB、 セ レン、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう素、銅、亜

鉛、鉄、マンガン、クロム、ダイオキシン類 )

(イ )流況等の状況
河川の流量、水位、流速、河川等の形状を調査 した。

(ウ )気象の状況
降水量の状況を調査 した。

(工 )社会環境
取水の状況、漁業権の設定状況、レクリエーション利用の状況等について把握

した。また、既設の廃棄物最終処分場の廃棄物の種類、埋立の時期等について把

握 した。

(オ )法令による基準等
環境基本法に基づく水質の汚濁に係る環境基準、ダイオキシン類対策特別措置

法に基づくダイオキシン類による水質の汚濁に係る環境基準、廃棄物の処理及び

清掃に関する法律に基づく排水基準、千葉県廃棄物処理施設の設置及び維持管理

に関する指導要綱に基づく排水基準、君津市小櫃川流域に係る水道水源の水質の

保全に関する条例に基づく排水基準等について調査 した。

イ 調査の手法
(ア )文献調査
文献調査は、千葉県、君津市による御腹川及び小櫃川の測定結果、「H13生活環

境影響調査書」、「H21環 境影響評価書」、君津環境整備センターが行っている水質
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モニタリング調査結果等を収集、整理 して行った。

(イ )現地調査
a 水 質
水質の測定方法については、採水方法は 「水質調査方法」 (昭和 46年 9月 環

水管第 30号 )に 準拠 し、分析方法は、表 8-2,25に 示す 「水質汚濁に係る環境
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表 8-2.25 水質分析方法
調査項 目 単位 分析方法

生

活

環

境
項

目

等

生物化学的酸素要求量 (BOD) mg/L JIS K 0102 21

」IS K 0102 17
「巽告 59号」付表 9

化学的酸素要求量 (COD) mg/L

浮遊物質量 (SS)

全窒素 (TN)

皿g/L

mg/L JIS K 0102 45,4

JIS K 0102 46.3 1

」IS K 0102 35,3

全燐 (TP) mg/L

塩化物イオ ン mg/L

重
金
属
類
等
有
害
物
質

カ ドミウム

全 シア ン

鉛

六価 クロム

mg/L JIS K 0102 55 4

mg/L JIS K 0102 38 1.2及 び 38.3

mg/L JIS K 0102 54.4

m宮 /L JIS K 0102 65,2.5

砒 素

総水銀

mg/L 丁IS K 0102 61.4

ng/L 「環告 59号」付表 1

アル キル水銀 mg/L 「乗告 59号」付表 2

PCB m富 /L 「環告 59号 J付表 3

JIS K 0102 67.4セ レ ン mg/L

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒兼 mg/L 」IS K 0102 43 2.5あ とび 43 1 1

ふつ素 m富 /し JIS K 0102 34 1

ほ う素

金同

亜鉛

鉄

マンガン

ク ロム

ダイオキシン類

m冒 /L JIS K 0102 47.3

mg/L 」IS K 0102 52.5

mg/L JIS K 0102 53.4

mg/L J上も K 010Z brr 4

mg/L 」IS K 0102 56.4

mg/L JIS K 0102 65,1.5

pg― TEQ/L JIS K 0312

b 流 況
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(ウ )情報の整理及び解析

a 水質調査結果の整理、解析
(a)環境基準等の達成状況
調査項 目の対象物質について、環境基準等の達成状況を把握 した。

(b)濃度の変動状況の把握
水質について、地点別、月別、時間別の水質特性を把握 した。

b 流況調査結果の整理、解析
河川の形態特性及び流況特性について把握 した。
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